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柔軟仕上げ剤の効果に関する研究（第1報）

　　　　　吸水性，色に与える影響について

　　　　　　　　菅　　　裕　子

　　A Study on the Effect of Fabric Softeners （Part 1）:

lnvestigation on ’Water Absorbency and Colour of Clothing

　　　　　　　　　　　　　　YUUKOSUGA

１．緒言

　衣料品がもつ柔らかい肌ざわりのよさは，着

用・洗濯を繰り返していくとしだいに失われ硬

くなっていく傾向がある。

　これは衣料品の仕上げ工程で使われていた柔

軟剤が脱落してしまうことが関係している。し

たがって家庭用柔軟剤で処理すればもとのよう

な柔らかさを維持できる。さらに帯電防止作用

も働き，おむつかぶれ予防にも効果的である1)。

しかし，繊維表面に対し疎水基を外に向けて吸

着するため，繊維が疎水性となり吸水性が低下

するという欠点もあった。

　家庭用柔軟仕上げ剤は1955年に米国で初めて

市販され，わが国には1960年代前半に導入され

た。それ以来，ほとんどの柔軟剤は，アルキル

鎖原料として硬化牛脂を使用した塩化ジアルキ

ルメチルアンモニウム(DADMAC)を主成分とし

ている。 ＤＡＤＭＡＣの柔軟作用と帯電防止作用

は消費者のニーズに合致し，1987年の国内出荷

量はピークに達し，数量で32万トン，金額で552

億円に達した2)。

　家庭用柔軟剤の普及やコンパクト洗剤の発売

にともない，濃縮タイプの製品が要望され，こ

れに適した基剤の開発が進み3)4)，さらにからっ

とした肌ざわりと吸水性のよさがもとめられる

ようになったことから，1989年にはジオレイル

ジメチルアンモニウムクロライド（DO）を主成

分としたコンパクト型の柔軟剤が市販され，国

内出荷量は減ったものの，数量で24万トン，金

額で462億円であった仇

　このような状況のなかで，柔軟剤を繰り返し

て洗濯の際に使用することによって柔軟剤が吸

水性に与える影響について検討を加えた｡また，

洗剤に配合された蛍光増白剤は布の白度保持に

若干の効果はあるものの実用の白さを得るまで

の効果はない5）が，市販洗剤中の蛍光増白剤の

布への吸着におよぽす柔軟剤の影響について検

討を試み，一知見を得たので報告したい。

２．実験方法

１）試料

　１．洗　剤

　　　市販液体洗剤一種を使用した。

　２．柔軟仕上げ剤

　　　市販柔軟仕上げ剤五種を使用した。

　　　市販洗剤，市販柔軟仕上げ剤それぞれの

　　家庭用品品質表示法に基づく表示の特徴を

　　表１に示す。
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　　　　　　　表１　市販洗剤・市販柔軟仕上げ剤の特徴

種　　類 品　　名 成　　分 液　　性 用　　途 標準使用量

液体洗剤 洗雇用合成洗剤 界面活性剤43％

酵素配合

蛍光剤配合

弱アルカリ性 綿・麻・レーョン

合成繊維用

水301に40m1

柔軟剤Ａ 柔軟仕上げ剤 界面活性剤(陽

イオン系界面活

性剤) /
衣料品用 水11に0.22ml

柔軟剤Ｂ 柔軟仕上げ剤 非イオン系・陽

イオン系界面活

性剤 /
衣料品用 水11に0.2m1

柔軟剤Ｃ 柔軟仕上げ剤 界面活性剤(陽

イオン系界面活

性剤) /
衣料品用 水11に0.7m1

柔軟剤Ｄ 柔軟仕上げ剤 界面活性剤(陽

イオン系界面活

性剤) /
衣料品用 水11に0.22ml

柔軟剤Ｅ 柔軟仕上げ剤 界面活性剤(陽

イオン系界面活

性剤) /
衣料品用 水11に0.22m1

　３．布

　　　衣生活研究会頒布の実験用木綿布，綿か

　　なきん３号（生機をケバ焼き，のり抜き，精練，

　　漂白した未増白綿布）を使用した。

２）洗浄条件

　　次の条件で試料布の洗浄，柔軟仕上げ処理

　を行った。

（洗　浄）

　綿　　布　　４ｇ

　浴　　比　　1 :25

　洗剤濃度　　表１に示した標準使用濃度

　温　　度　　40°C

　時　　間　　10分

　攬はん（TAITEC INCUBATOR）140r.p.m.

(すすぎ)

比
度
開

浴
温
時

度
間

温
時

40°C

3分１回

攬はん（TAITEC INCUBATOR）140r.p.m.

　洗浄，すすぎ，柔軟仕上げ処理を繰り返し

10回まで行った。

３)吸水性の測定

　　各条件で洗浄した試料をJIS L1096-79 B

　法(バイレック法)を用い，10分吸水させ吸収上

　昇高さ(cm)を測定し試料５枚の平均値を求め

　た。

1 :25

40°C

5分２回

攬はん（ＴＡＩＴ芦ＩＮＣＵＢＡＴＯＲ）１４０ｒ・ｐ．ｍ

(柔軟仕上げ処理)

浴　　比　　1 :25

柔軟剤濃度　　表１に示した標準使用濃度

４)色差の測定

　　色彩色差計(MINOLTA CR-200)を用いて色

　差の測定を行った。洗浄前の基準布を基準色

　(Lt*,at･,bt')として測定値(L*,a*,b')との色

　素△E*abを求めた。△L'＝L'－Lt'，△

　a*＝a*一at*，△b*===b*－bt*のときの色差，

△E*ab＝ (△L*)2十(△a*)2十(△b･)2

色差の程度は表２の様になる。
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表２　色差の程度の評語

色差の程度の評語 △Ｅ*ａｂ

きわめてわずかに異なる(trace) O～0.5

わずかに異なる(slight) 0.5～1.5

感知し得るほどに異なる(noticiable) 1.5～3.0

著しく異なる(appreciable) 3.0～6.0

きわめて著しく異なる(much) 6.0～12.0

別の色系統になる(very much) 12.0～

３．布の吸水性に与える影響について

　バイレック法により吸水高さを調べた結果

を図１に示す。

　洗浄のみを行った場合は洗浄回数を増すご

とに吸水性が増加している。しかし柔軟剤Ａ

で洗浄，柔軟処理を繰り返した場合，洗浄４

回目で基準布の約74％と吸水性が次第に低下

したものの，その後回復し洗浄10回目で約80

％の吸水性を示したが，その吸水性は柔軟処

理を行わなかった場合よりも劣り,柔軟剤Ｂ，

柔軟剤Ｃで処理した場合でも同様の傾向がう

かがえる。今回の洗浄温度,洗浄条件の場合，

従来から言われているほどの吸水性の低下は

なかった。しかし，柔軟剤Ａ，Ｂ，Ｃなどの

吸着量は製品に指示されている濃度よりも高

い濃度で使用するほど増加することが認めら

れており6)，使用量を大きくすると吸水性は

さらに減少するであろうと推測できる。

　また，柔軟剤Ｄで洗浄，柔軟処理を繰り返

した場合は洗浄のみを行った場合より吸水性

が若干劣るものの柔軟剤Ａ，Ｂ，Ｃほどの影

響はなく，洗浄のみを行った場合とよく似た

吸水性の変化を示しており，吸水性はいずれ

も基準布(洗浄を行わない場合の標準布)より大き

く，洗浄10回までの場合洗浄回数を増すごと

に大きくなっている。

　図２に洗浄，柔軟処理を10回繰り返した後

の吸水率を洗浄を行う前の基準布を100％と

して示した。

　洗浄のみを行った場合は基準布の約133％

の吸水率であったが，柔軟剤Ａで処理を繰り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－67

　　B�ぼ４好Bゆ卸UI面e屈炒JI面oy Co1㎏e，H（1992）

返した場合は約80％,柔軟剤Ｄの場合は約112

％であった。また，洗浄のみを10回行った布

の吸水高さを基準として柔軟剤Ａ，Ｄの吸水

牢をみてみると，柔軟剤Ａでは約60％，柔軟

剤Ｄでは約85％であった。

　今回は処理温度40度で洗浄回数10回まで実

験をおこなった。柔軟剤Ａは柔軟剤Ｄと比較

して布の吸水性低下に与える影響が大きい。

その吸水性は洗浄，柔軟処理を10回繰り返し

た場合,柔軟剤Ｄを100％とすると柔軟剤Ａは

約141％であった。この結果，吸水性の必要な

綿100パーセントのタオル，おむつ，肌着など

の柔軟仕上げ処理は洗浄回数10回までの場

合，柔軟剤Ｄ，Ｅで行うほうが吸水性低下が

少なくて良いといえる。
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図１．洗浄、柔軟処理による吸水性の変化
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　　　　図２．洗浄10回後の吸水率



別府大学短期大学部紀要　第11号(1992)

４．布の色に与える影響について

　　洗浄，柔軟仕上げ処理(柔軟剤Ａ，Ｄ)により

　布の色差を測定した結果を図３に示す。
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図３．洗浄回数による色の変化
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　今回使用した蛍光増白剤配合の市販合成洗

剤で洗浄，柔軟処理を繰り返した場合，いず

れの場合も色差が現れる（白く増白される）が，

その色差は関知しうる程度に異なる（noticia-

ble）ものである。また，洗浄回数を増すに連

れて色差は大きくなっており，これまでの研

究9）からも明らかなように，洗浄の際に布か

ら脱落する蛍光増白剤と吸着する蛍光増白剤

の量の差及び蛍光増白剤の染着状態の変化か

ら次第に色が白く変化していくものと考えら

れる。

　洗浄のみを行った場合と比較して柔軟剤Ｄ

で処理した場合，柔軟剤Ａで処理した場合の

順で色差は大きくなっている。

　このことは柔軟剤の作用で蛍光増白剤がよ

り微分散の状態となり，蛍光増感現象がおこ

っており，その効果が柔軟剤Ａのほうが著し

い，あるいは柔軟剤Ｄの吸着量が柔軟剤Ａの

吸着量よりも大きく，蛍光増白剤の吸着をさ

またげているのではないかと推測できるが，

さらに他の実験方法8）で検討を続けたい。
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５．まとめ

　　市販洗剤１種，市販柔軟仕上げ剤５種を使

　用して繰り返し洗浄を行い吸水性，色差につ

　いて検討した結果，次のことが言える。

１）柔軟剤Ａで処理を繰り返し行った場合，吸

　水性の低下がみられ，その吸水率は洗剤のみ

　で洗浄を10回繰り返した場合の約60％であっ

　た。また，洗浄，柔軟処理４回までは吸水性

　が低下するもののその後次第に回復するが，

　その吸水性は基準布の約80％であった。柔軟

　剤Ｂ，Ｃについても同じ傾向がみられた。

２）柔軟剤Ｄで処理を繰り返し行った場合，吸

　水性の低下は柔軟剤Ａの場合よりも少なく，

　洗浄を洗剤だけで10回繰り返した場合の約85

　％,基準布の約112％であり，消費者の求める

　吸水性を充分に示していた。柔軟剤Ｅについ

　ても同様であった。

３）洗剤に配合された蛍光増白剤は柔軟剤を繰

　り返し使用することによって，より大きく色

　への影響を及ぼす。その効果は柔軟剤Ｄと比

　較して柔軟剤Ａの方がわずかではあるが，大

　きい。

　なお，この報告は昭和63年度別府大学短期大

学部研究成金の交付を受けて行ないました。ま

た，色差の測定に関しては，大分県消費生活セ

ンターのご協力をいただきました。ここに付記

して感謝の意を表します。
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